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＜2014年＞
1月 2月 3月 第1Ｑ 4月 5月 6月 第2Ｑ 上期計 7月 8月 9月 第3Ｑ 10月 11月 12月 第4Ｑ 下期計 年間計

紳士服 104 104 122 110 95 100 93 96 103 105 106 113 108 103 105 101 103 105 104

婦人服 107 106 121 112 94 98 97 96 105 102 110 110 107 105 105 105 105 106 105

子供服 126 95 103 107 91 97 94 94 101 101 108 93 100 90 101 98 96 98 99

計 106 105 121 111 94 99 95 96 104 103 109 110 107 104 105 103 104 105 105

※参考
全国百貨店

衣料品計
100 99 118 106 87 96 93 92 99 96 99 100 98 97 96 97 97 98 99

＜2015年＞
1月 2月 3月 第1Ｑ 4月 5月 6月 第2Ｑ 上期計 7月 8月 9月 第3Ｑ 10月 11月 12月 第4Ｑ 下期計 年間計

紳士服 100 120 87 100 119 112 102 111 105

婦人服 105 125 88 102 120 107 92 107 104

子供服 89 107 77 89 104 100 89 98 93

計 103 123 87 101 119 109 96 108 104

※参考
全国百貨店

衣料品計
94 102 81 91 110 103 92 101 95

Ⅰ．２０１５年１２月期 第２四半期 累計期間 業績報告 
  （１）月別前売前年比 推移（単体） 
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＜月別前年比＞ 

（※）日本百貨店協会 発表数字より （店舗数調整前前年比を記載） 
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単位：％ 

＜上期  トピックス＞ 

・第１四半期： コートを主体とした重衣料の店頭販売が堅調に推移。加えて訪日外国人の増加による売上増の効果もあり、前年
 の消費税増税前の駆け込み需要による販売実績に対して１０１％と前年を確保することが出来ました。 
 

・第２四半期： ４．５月は昨年度の消費税増税後の落ち込みに対して店頭販売額を大きくプラスすることが出来ました。 

 ６月は土日の日数の減少と夏物クリアランス開始日のずれの影響により前年に対してマイナスとなりましたが、第
 ２四半期では前年比１０８％となりました。          

          上期計では前年比１０４％となりました。 
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＜売上高及び利益額＞ 
単位：百万円 
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Ⅰ．２０１５年１２月期 第２四半期 累計期間 業績報告 
  （２）損益計算書（連結） 

当初

（2月）

修正

（5月）
対前年 対当初 対修正 対前年 対計画 対前年 対計画

売上高 53,270 50,800 55,500 55,333 2,062 4,533 ▲ 166 57,726 45,200 44,667 ▲ 13,059 ▲ 533 110,996 96,000 100,000 ▲ 10,996 4,000

総利益額 26,228 24,650 27,000 28,077 1,848 3,427 1,077 27,395 20,550 20,323 ▲ 7,072 ▲ 227 53,623 45,200 48,400 ▲ 5,223 3,200

利益率 49.2% 48.5% 48.6% 50.7% 1.5% 2.2% 2.1% 47.5% 45.5% 45.5% -2.0% 0.0% 48.3% 47.1% 48.4% 0.1% 1.3%

販管費 21,713 21,650 21,000 20,323 ▲ 1,390 ▲ 1,326 ▲ 676 21,696 20,350 21,577 ▲ 119 1,227 43,409 42,000 41,900 ▲ 1,509 ▲ 100

販管費率 40.8% 42.6% 37.8% 36.7% -4.0% -5.9% -1.1% 37.6% 45.0% 48.3% 10.7% 3.3% 39.1% 43.8% 41.9% 2.8% -1.9%

営業利益 4,515 3,000 6,000 7,754 3,239 4,754 1,754 5,698 200 ▲ 1,254 ▲ 6,952 ▲ 1,454 10,213 3,200 6,500 ▲ 3,713 3,300

利益率 8.5% 5.9% 10.8% 14.0% 5.5% 8.1% 3.2% 9.9% 0.4% -2.8% -12.7% -3.2% 9.2% 3.3% 6.5% -2.7% 3.2%

経常利益 4,570 3,100 6,100 7,983 3,413 4,883 1,883 5,778 300 ▲ 1,183 ▲ 6,961 ▲ 1,483 10,348 3,400 6,800 ▲ 3,548 3,400

利益率 8.6% 6.1% 11.0% 14.4% 5.8% 8.3% 3.4% 10.0% 0.7% -2.6% -12.6% -3.3% 9.3% 3.5% 6.8% -2.5% 3.3%

純利益 3,173 1,800 3,600 5,077 1,903 3,277 1,477 3,145 ▲ 1,700 ▲ 2,677 ▲ 5,822 ▲ 977 6,318 100 2,400 ▲ 3,918 2,300

利益率 6.0% 3.5% 6.5% 9.2% 3.2% 5.6% 2.7% 5.4% -3.8% -6.0% -11.4% -2.2% 5.7% 0.1% 2.4% -3.3% 2.3%

上期 下期 年間

14年

実績

15年計画
15年

実績

増減額（率）
14年

実績

15年計画

（2月）

15年修正

（7月）

増減額（率）
14年

実績

15年計画

（2月）

15年修正

（7月）

増減額（率）

＜損益計算書（連結） トピックス＞ 

・ 店頭の販売額が昨年消費増税前の駆け込み需要増があった第１四半期においても前年を上回り、上期を通して順調に推移した結果、 
   第２四半期累計期間の実績は増収増益、計画達成となりました。 

・ 売上総利益はプロパー販売構成比の向上等により利益率が改善し、当初計画に対し+２．２％となりました。 

・ 販管費については、業務の一層の効率化を追求した結果、当初計画から１３億２千６百万円の減少となりました。（P-７に詳細説明） 

・ 営業利益については、売上高・売上総利益額の増加、販管費の削減により、当初計画から４７億５千４百万円の増加となりました。 
 

◇ 通期業績予想については、第２四半期累計期間決算時点で、上期の実績を踏まえつつ、年間の業績予想を上方修正いたします。 

 

  



Ⅰ．２０１５年１２月期 第２四半期 累計期間 業績報告 
  （３）販管費 実績（連結）     
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＜販管費＞ 

単位：百万円 
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＜販管費  トピックス＞  

  ・給料手当は不採算店舗の撤退による店頭販売スタッフの人員減等により前年から３億２千９百万円減少しました。 

 ・広告宣伝費は売場施工費（単体）が３億７千３百万円減少したこと等により、前年から全体で７億９千５百万円減少しました。 

 ・不動産賃借料は事務所利用スペースの効率化、不採算店舗の撤退等により、前年から１億２千５百万円減少しました。 

 ・その他として全般的な経費の効率化を推進したことにより、前年から２億7千１百万円減少しました。 

  

  

14年実績 15年実績 対前年増減額

売上高（連結） 53,270 55,333 2,062

販管費計 21,713 20,323 ▲ 1,390

　給料手当 11,045 10,715 ▲ 329

　広告宣伝費 2,464 1,668 ▲ 795

　減価償却費 291 423 132

　不動産賃借料 1,847 1,721 ▲ 125

　その他 6,064 5,793 ▲ 271

上期



Ⅰ．２０１５年１２月期 第２四半期 累計期間 業績報告 
  （４）貸借対照表（連結） 
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単位：百万円 ＜貸借対照表サマリー＞ 
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＜貸借対照表（連結） トピックス＞ 

 ・ 現金及び預金については、売上額および利益額の増加等により１４年１２月末から５８億９千６百万円増加しました。 

 ・ 商品及び製品については、店頭販売額が好調に推移した結果、１４年６月末から３４億２千６百万円減少しました。（前年比８３％） 

 ・ 長短借入金については、約定分の返済を行い１４年１２月末から２４億円減少しました。 

   自己資本比率は６４．２％となりました。 

 

14年6月末 14年12月末 15年6月末
対6月末

増減額

対12月末

増減額
14年6月末 14年12月末 15年6月末

対6月末

増減額

対12月末

増減額

＜資産の部＞ ＜負債の部＞

流動資産　計 53,205 61,829 61,143 7,937 ▲ 686 流動負債　計 20,127 26,482 22,800 2,673 ▲ 3,682

　現金及び預金 22,693 27,437 33,333 10,639 5,896 　支払手形及び買掛金 12,688 15,824 13,730 1,042 ▲ 2,094

　受取手形及び売掛金 8,523 13,849 8,283 ▲ 239 ▲ 5,565 　短期借入金 1,320 2,650 1,450 130 ▲ 1,200

　商品及び製品 20,173 18,575 16,747 ▲ 3,426 ▲ 1,827

固定資産　計 39,909 41,333 48,210 8,300 6,876 固定負債　計 15,757 14,997 16,341 584 1,344

　有形固定資産 15,948 15,582 15,511 ▲ 436 ▲ 70 　長期借入金 11,680 9,600 8,400 ▲ 3,280 ▲ 1,200

　無形固定資産 2,557 2,493 2,364 ▲ 192 ▲ 128 負債合計 35,884 41,479 39,141 3,257 ▲ 2,337

　投資その他の資産 21,403 23,258 30,333 8,930 7,075

＜純資産＞ 57,230 61,683 70,211 12,981 8,527

資産合計 93,115 103,163 109,353 16,238 6,190 負債純資産合計 93,115 103,163 109,353 16,238 6,190

＊長短借入金計 13,000 12,250 9,850 ▲ 3,150 ▲ 2,400

＊自己資本比率 61.5% 59.8% 64.2% 2.7% 4.4%



中期５ヵ年経営計画 進捗状況 
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単位：百万円 
＜中期５ヵ年経営計画（定量面）＞ 
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Ⅱ．中期５ヵ年経営計画 進捗状況 
  （１）定量面  

 ＜２０１５年 進捗状況＞ 

 

  ・ ２０１５年通期業績計画については、第２四半期累計期間決算時点で、上期の実績を踏まえつつ、前売額（単体）・売上高（連結）・売上総利益 

    （連結）・営業利益（連結）ともに当初計画から上方修正いたしました。 

  ・ 昨年から引続き商品企画の見直しや柔軟な生産調整等による仕入れの効率化を推進し、前売額を確保しながら商品在庫を前年６月末対比８３％ 

    に削減、更に効率的な事業運営を実現しました。 

  ・ 下期については新規事業（マッキントッシュ ロンドン、ブルーレーベル・クレストブリッジ、ブラックレーベル・クレストブリッジ）に対しての広告宣伝費、 

    販売促進費等を当初計画から上乗せ、また基幹事業においても売上拡大の為の投資を進めてまいります。 

      

  

2013 2016 2017 2018

＜3年度＞ ＜4年度＞ ＜5年度＞

計画 実績
当初計画

（2月）
修正計画

（7月）

  前売額 （単体） 136,580 138,000 142,830 123,000 128,910 110,000 119,000 130,000

  売上高（連結） 106,350 107,000 110,996 96,000 100,000 85,000 90,000 100,000

  売上総利益（連結） 51,558 51,700 53,623 45,200 48,400 38,800 42,500 48,500

  営業利益（連結） 7,053 7,200 10,213 3,200 6,500 ▲2,000 2,000 5,000

計画

2015

実績

＜初年度＞ ＜2年度＞

2014
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＜販路別前売＞ 
単位：百万円 

Copyright ⓒ  SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved.  

Ⅱ．中期５ヵ年経営計画 進捗状況 
  （２）販路別前売 

＊ 年間の15年修正は上期実績と下期修正の合算値 

百貨店 紳士服 23,150 22,500 23,820 103% 670 106% 1,320 24,750 19,500 19,300 78% ▲ 5,450 99% -200 47,900 42,000 43,120 90% ▲ 4,780 103% 1,120

百貨店 婦人服 30,250 29,400 31,280 103% 1,030 106% 1,880 30,250 24,000 23,800 79% ▲ 6,450 99% -200 60,500 53,400 55,080 91% ▲ 5,420 103% 1,680

百貨店 子供服 1,040 800 980 94% ▲ 60 123% 180 1,170 500 100 9% ▲ 1,070 20% -400 2,210 1,300 1,080 49% ▲ 1,130 83% ▲ 220

百貨店計 54,440 52,700 56,080 103% 1,640 106% 3,380 56,170 44,000 43,200 77% ▲ 12,970 98% -800 110,610 96,700 99,280 90% ▲ 11,330 103% 2,580

FB・路面店 7,430 7,200 9,480 128% 2,050 132% 2,280 8,800 4,600 5,650 64% ▲ 3,150 123% 1,050 16,230 11,800 15,130 93% ▲ 1,100 128% 3,330

EC・通販 1,770 1,800 1,720 97% ▲ 50 96% ▲ 80 1,400 1,700 1,800 129% 400 106% 100 3,170 3,500 3,520 111% 350 101% 20

アウトレット 6,010 5,000 5,330 89% ▲ 680 107% 330 6,810 6,000 5,650 83% ▲ 1,160 94% -350 12,820 11,000 10,980 86% ▲ 1,840 100% ▲ 20

百貨店以外計 15,210 14,000 16,530 109% 1,320 118% 2,530 17,010 12,300 13,100 77% ▲ 3,910 107% 800 32,220 26,300 29,630 92% ▲ 2,590 113% 3,330

合計 69,650 66,700 72,610 104% 2,960 109% 5,910 73,180 56,300 56,300 77% ▲ 16,880 100% 0 142,830 123,000 128,910 90% ▲ 13,920 105% 5,910

前年比
対前年

増減額
計画比

対計画

増減額

14年
実績

15年
計画

15年
修正

前年比 計画比
対前年

増減額

対計画

増減額
前年比

対前年

増減額
計画比

対計画

増減額

14年
実績

15年
計画

15年
修正

年間

14年
実績

15年
計画

15年
実績

上期 下期

＜販路別前売実績（単体）  トピックス＞ 

 ・百貨店販路 ： 前年比１０３％  ラブレスを除く基幹事業では前年比９５％となり、日本百貨店協会発表の全国百貨店衣料品計の上期前年比 

             ９５％と同水準の実績となりましたが、全社ではコートを主体とした重衣料が堅調に推移して前年に対してプラスとなりました。 

 ・FB・路面他 ： 前年比１２８％  免税対応店舗の拡大効果が起因して訪日外国人の増加もありインバウンド需要が拡大、上期業績を前年に 

             対して大きくプラスできました。 

 ・EC・通販 ：  前年比９７％   自社ＥＣサイト（ＳＡＮＹＯ ｉＳｔｏｒｅ）と物流倉庫・直営店舗の在庫連携の拡大、リアル店舗からの商品移動等の  

             施策を行いましたが売上は足踏みとなりました。 

 ・アウトレット ： 前年比８９％  投入商品の早期展開、インバウンド需要の拡大等により上期計画からプラスとなりました。 
 

 ◇ ２０１５年下期の計画については、上期の実績を踏まえて販路別の中身を一部見直しましたが、合計額では当初計画を据え置きといたしました。 
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＜基幹ブランド前売＞ 
単位：百万円 
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＊ 年間の15年修正は上期実績と下期修正の合算値 

Ⅱ．中期５ヵ年経営計画 進捗状況 
  （３）基幹ブランド前売 

＜基幹ブランド前売実績（単体） トピックス＞ 

 ・ マッキントッシュ事業ではマッキントッシュ フィロソフィーのメンズ・ウィメンズ共にプロパー販売では前年実績を確保しましたが、夏物のクリアランス 
   セール開始時期のずれの影響により６月のセール販売が弱含みで推移したこと等、計画に対して未達となりました。 

 ・ ポール・スチュアート事業では、メンズがスーツ中心にビジネスアイテムが好調に推移しましたがカジュアルアイテムが未達、ウィメンズでは強化した 
   ジャケット・ドレス以外のアイテムが未達となったこと等により、計画に対して未達となりました。    

 ・ エポカ事業ではメンズがジャケット・パンツを主体としたセットアップを中心に好調に推移しました。ウィメンズは昨年から推進しているリブランディング 
    が進捗途中であり、今上期については計画に対して未達となりました。ウィメンズでは引き続き新たな顧客獲得の為の施策を実行します。 

 ・ アマカ・エヴェックス バイ クリツィア・トゥービーシック事業においては主販路である百貨店衣料品の上期前年比９５％と同水準の売上推移となりました。 

 ・ ラブレス事業については新規出店の２店舗（ギルドプライム梅田、ギルドプライム仙台）を加えて堅調に推移、前年・計画共にクリアすることが出来ました。 

 

 

マッキントッシュ事業 （メンズ・ウィメンズ） 4,010 3,860 3,840 96% ▲ 170 99% ▲ 20 3,660 11,460 11,460 313% 7,800 100% 0 7,670 15,320 15,300 199% 7,630 100% ▲ 20

ポール・スチュアート事業
（メンズ・ウィメンズ・

スポーツ）
4,960 4,950 4,600 93% ▲ 360 93% ▲ 350 4,670 5,080 5,080 109% 410 100% 0 9,630 10,030 9,680 101% 50 97% ▲ 350

エポカ事業
（メンズ・ウィメンズ・

セレクトショ ップ）
4,160 4,190 3,880 93% ▲ 280 93% ▲ 310 3,590 3,970 3,970 111% 380 100% 0 7,750 8,160 7,850 101% 100 96% ▲ 310

アマカ事業 （ウィメンズ） 1,980 1,980 1,900 96% ▲ 80 96% ▲ 80 1,780 1,850 1,850 104% 70 100% 0 3,760 3,830 3,750 100% ▲ 10 98% ▲ 80

エヴェックス事業 （ウィメンズ） 2,830 2,800 2,680 95% ▲ 150 96% ▲ 120 2,730 2,800 2,800 103% 70 100% 0 5,560 5,600 5,480 99% ▲ 80 98% ▲ 120

トゥービーシック事業 （ウィメンズ） 2,860 2,830 2,510 88% ▲ 350 89% ▲ 320 2,420 2,500 2,500 103% 80 100% 0 5,280 5,330 5,010 95% ▲ 270 94% ▲ 320

ラブレス事業 （セレクトショ ップ） 1,140 1,290 1,330 117% 190 103% 40 1,290 1,440 1,440 112% 150 100% 0 2,430 2,730 2,770 114% 340 101% 40

21,940 21,900 20,740 95% ▲ 1,200 95% ▲ 1,160 20,140 29,100 29,100 144% 8,960 100% 0 42,080 51,000 49,840 118% 7,760 98% ▲ 1,160

ブランド（展開構成）
14年

実績

15年

計画

対計画

増減額
前年比

対前年

増減額

14年

実績

15年

修正
前年比計画比

対計画

増減額

15年

計画

15年

実績

年間

対前年

増減額

14年

実績

15年

修正
前年比

対前年

増減額

対計画

増減額
計画比

15年

計画
計画比

7事業合計

上期 下期
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＜販路別 売場数（ドア数）推移 （国内での前売計上売場のみ）＞ 
単位：店 

（注）季節性の強い「コート平場」を除く 

＜マッキントッシュ ロンドン新規出店売場数について＞ 

＜不採算売場の撤退について＞ 

Copyright ⓒ  SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved.  

Ⅱ．中期５ヵ年経営計画 進捗状況 
  （４）販路別売場数 計画（単体） 

・ 全国百貨店売場にてマッキントッシュ ロンドン メンズで１１５店舗、マッキントッシュ ロンドン ウィメンズで１２３店舗、 

   マッキントッシュ ロンドン ウィメンズＬサイズで２５店舗、全国で２６３店舗を出店予定。（２０１５年７月末時点） 

・ 既存展開店舗の不採算売場の見直しを推進して事業の効率化を図ります。 

  上期は不採算売場を中心に４７売場を撤退いたしました。（中止ブランド除く） 

 

13年6月末 14年6月末 前年比（％） 対前年 増減 15年6月末 前年比（％） 対前年 増減

百貨店 1,558 1,560 100.1 2 1,505 96.5 -55 
百貨店以外 112 98 87.5 -14 90 91.8 -8 

計 1,670 1,658 99.3 -12 1,595 96.2 -63 

13年12月末 14年12月末 前年比（％） 対前年 増減 15年12月末(予想） 前年比（％） 対前年 増減

百貨店 1,554 1,555 100.1 1 1,400 90.0 -155 
百貨店以外 96 98 102.1 2 80 81.6 -18 

計 1,650 1,653 100.2 3 1,480 89.5 -173 

上期　（6月30日時点）

通期　（12月31日時点）
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Ⅱ．中期５ヵ年経営計画 進捗状況 
  （５） ２０１５年 事業計画 進捗状況     

◇２０１５年 事業計画  

 〔新規事業の成功〕 

   （1）マッキントッシュ ロンドン事業の新規一斉立ち上げ 

      ⇒ ７月１４日を皮切りにメンズで１１５店舗、ウィメンズで１２３店舗、ウィメンズＬサイズで２５店舗、全国約２６３店舗の売場を立ち上げます。 

 

   （2）ブルーレーベル・クレストブリッジ，ブラックレーベル・クレストブリッジ事業の一斉立ち上げ 

      ⇒ ７月より既存全店舗（ブルーレーベル・クレストブリッジ ７５店舗、ブラックレーベル・クレストブリッジ ７６店舗）に新規商品投入を開始いたしました。 

 

   （3）新規事業に対して全社的に投資の集中 （売場施工費 / 広告宣伝費 / 販売促進費 ｅｔｃ）  

      ⇒ マッキントッシュ ロンドン及びブルーレーベル・クレストブリッジ，ブラックレーベル・クレストブリッジの広告宣伝費 / 販売促進費を当初計画から 

       上乗せ、約１０億円の追加投資により積極的なプロモーションを展開し、ブランドの垂直立ち上げを実現します。 

       

 〔基幹事業の強化・推進〕  

   （1）ＥＰＯＣＡ リブランディングの成功と推進 （２０１４年度より継続～）  

      ⇒ 好調なエポカウォモの更なる拡大と共に、婦人服エポカのリブランディングの内容の見直しによりＭＤ精度の向上を図り、更なる売上拡大に 

       注力いたします。 

 

   （2）ポール・スチュアート事業の更なる高付加価値化と顧客満足度の向上 （直営店ＭＤの精度ＵＰと百貨店ＭＤの高付加価値化推進） 

       および既存店舗の大型化の推進と環境の刷新 

      ⇒ １５年は紳士服で８店舗、婦人服で５店舗、スポーツで５店舗の既存店改装を計画、今後も引き続き店舗の大型化・環境改善を進めていきます。 

 

   （3）ラブレス事業の新規出店（２店舗）の成功 （４月１６日 大阪梅田地区/梅田イーマ、４月２５日 仙台地区/仙台フォーラス） 

      ⇒ ギルドプライム梅田、ギルドプライム仙台の新規２店舗を加えて全１０店舗体制となりました。今後も商品ＭＤの磨き上げと他業種との積極的な 

       コラボレーションを進めていきます。 
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Ⅱ．中期５ヵ年経営計画 進捗状況 
  （５） ２０１５年 事業計画 進捗状況     

Copyright ⓒ  SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved.  

◇２０１５年 事業計画  

  〔Ｅコマース事業の推進〕 

    （１）マッキントッシュ ロンドンおよびブルーレーベル・クレストブリッジ，ブラックレーベル・クレストブリッジ ＥＣ販路での販売を開始 

      ⇒ ９月より販売を開始いたします。 

  

    （２）ＳＡＮＹＯ iＳｔｏｒｅポイント制度導入による新規顧客の獲得と顧客満足度の向上 （９月～）  

      ⇒ ８月２０日より全社共通のポイント制度（ＳＡＮＹＯ ＭＥＭＢＥＲＳＨＩＰ）を開始。これまでのブランド毎の個別顧客サービスから全社共通での 

        サービスへ統一・拡大してまいります。（直営店舗、ＳＡＮＹＯ  ｉＳｔｏｒｅより導入開始、順次拡大） 

        ＳＡＮＹＯ iＳｔｏｒｅにおいても共通ポイント制度を導入することにより顧客満足度の向上を図ります。 

 

    （３）ＳＡＮＹＯ ｉＳｔｏｒｅ新ＥＣシステムの導入 （７月～）  

      ⇒ ＮＴＴデータが提供する「BizXaaS®（ビズエクサース） オムニチャネル」を８月２０日より導入。自社店舗・ＥＣサイトだけでなく他社のＥＣサイト等 
        へ同じ情報が提供可能となり、ＥＣチャネルが簡単に拡がるオムニチャネル基盤を実現します。 

 

    （４）在庫データの一元化による販売機会ロスの削減 （２０１４年度直営店より導入開始）  

      ⇒ リアル店舗との在庫データの一元化により効率的な在庫運用体制を実現し、顧客満足度の向上を目指します。 

 

  〔「ものづくり力」の強化とオリジナル事業の規模拡大〕 

   （1）「１００年コート」を軸とした「ＴＩＭＥＬＥＳＳ ＣＯＡＴ」シリーズを拡大、国内のみでなく海外販路での展開を推進  

      ⇒ 「１００年コート」は６月までの実績として北米市場において主要百貨店を中心に受注を確保。今後も積極的な拡大を計画中です。 
 

   （2）国内の子会社であるサンヨーソーイング並びに当社主力協力工場を核とした「ジャパンメイド商品」を強化、価格以上に価値ある商品を提案 

      ⇒ 「１００年コート」は「Ｊ∞ＱＵＡＬＩＴＹ」の商品認証第１号を取得しました。商品認証は７月現在で「サンヨー」ブランドで１２型、今後も拡大を 

        計画しています。又、自社工場のサンヨーソーイングにおいてもＪ∞ＱＵＡＬＩＴＹ企業認証第１号を取得、サンヨー・インダストリーと共に 

        「ジャパンメイド商品」を強化いたします。 

     

   （3） 「ＴＩＭＥＬＥＳＳ ＷＯＲＫ．」を体現する事業として、サンヨー・エッセンシャルズの展開開始  

      ⇒ ３月１７日よりＳＡＮＹＯ ｉＳｔｏｒｅにて展開開始、９月よりＳＡＮＹＯ ＧＩＮＺＡ ＴＯＷＥＲでの展開を開始いたします。 

 



２０１５年 下期 ブランド展開・CSR活動 
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展開店舗                 ： 全国百貨店、直営店含 計263売場 
                            7月14日より順次オープン 
 
Eコマース               ： 9月より販売スタート  
                          当社直営オンラインストア 

   
アーカイブムービー   : 8月よりWEBサイトにて放映 
 
キャンペーン     ：8月下旬より  
               メディアミックスによる広告展開を予定        

http://www.mackintosh-london.com/ 
2015AW展示会風景 

Ⅲ．２０１５年 下期 ブランド展開   
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商品展開         ： 7月1日より全店舗にて開始 
 
ブランドサイト   ： 7月1日オープン 
 
Eコマース    ： 9月1日より販売スタート 
 
キャンペーン      ： 9月1日より 
            メディアミックスによる広告展開を予定 
 
クリエイティブ ディレクター：三原 康裕 氏 

http://www.crestbridge.jp/ 
2015AWデビューランウェイ風景 

Ⅲ．２０１５年 下期 ブランド展開   
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Ⅳ．２０１５年度 ブランド展開    

 
   

 

ストアコンセプト      ：HARMONIZE（伝統と革新）をストアコンセプトに       

             今までの三陽が培ってきた「こだわりのものづくり」と 
             「新生SANYO」を体験できる店舗となっております。 
 
グランドオープン   ：9月19日 
 
公式サイト       : 9月19日オープン 
             （ティザーサイト7月31日スタート） 
 
オープニングレセプション : 9月18日 
報道説明会    

http://www.sanyoginzatower.com 

外装イメージ図 

SANYO GINZA TOWER （三陽銀座タワー） 

Copyright ⓒ  SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved.  
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 TIMELESS WORK.の取組みについて 

株式会社サンヨーソーイング(青森県) 
J∞QUALITY企業認証第1号、2月26日に認証番号を取得 
安全・安心・コンプライアンス企業認証番号：K0103150001 
縫製企業認証番号：K0600150002 

「J∞QUALITY商品認証事業」商品認証第1号(番号:S15AW000001)を取得 

TIMELESS WORK.を体現するショップとして、SANYO GINZA TOWER 6階に 
リアル店舗をオープン。 

Ⅲ．２０１５年 下期 ブランド展開   
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服を大切に長く着る心を育てる「服育」の一環として、2014年から東京都内の学校で「服育授業」を
スタートしました。 

2014年は2校で実施しましたが、2015年は新たに3校を加え、計5校での授業を実施、予定してい
ます。 

当社のデザイナーやパタンナーが家庭科の授業に参画し、デザイナーやパタンナーの職業（キャ
リア学習）や、服ができるまでのプロセスを説明しながら、子どもたちと一緒にバッグやエプロンを
製作します。 

＜服育＞ 

社会貢献活動 

服育授業 風景 

2013年には自社工場のある地域において、子どもたちの為の工場見学をスタートしています。
2013年は4校、2014年は3校が実施し、2015年も10月に実施を予定しています。 

・工場見学 

工場見学 風景 

「think.sanyo」とは、<真・善・美>の社是の下、当社がＣＳＲ基本方針として掲げる「ＣＳＲの理念」を表す言葉として生み出されました。 

2013年12月から、「服育」の一環として、明治大学の学生と「就職後も長く着られるコート」をコン
セプトに商品開発するプロジェクトをスタートしました。 

大学生とともに商品の企画・販売を行い、実際にサプライチェーンや価格設定の背景など服が
できるまでのプロセスに触れることで、モノづくりの根幹を学んでもらう狙いです。 

11月に製品化、ＳＡＮＹＯ ｉＳｔｏｒｅにて販売予定です。 

・大学生との共同開発 

共同開発 風景 

・服育授業 

Ⅲ．２０１５年 下期 ＣＳＲ活動 
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当社は、今年4月に設立された羽毛（ダウン）のリサイクルを促進す
る団体「一般社団法人Green Down Project（グリーンダウンプロジェ
クト）」に参加する16の企業の１つとして加盟しました。 
 
2015年秋冬シーズンは、再生羽毛「グリーンダウン」を用いた製品を、
紳士1ブランド、婦人6ブランドの計7ブランドで販売いたします。 
 
また、9月に東京で開催されるロハスフェスタにも参加予定です。 
尚、昨年に引き続き、当社社員の環境意識啓発を図ることを目的に
支店を含む全社に「ダウン回収ボックス」を設け、社員からも不要に
なった羽毛製品を回収いたします。 
9月オープン予定のSANYO GINZA TOWER 6階フロアでは、一般の
お客様からの不要になった羽毛製品の回収も行う予定です。 
 
「Green Down Project」の参加企業として、今年も再生羽毛「グリー
ンダウン」を用いた製品の販売と、羽毛製品の回収を通して、"羽毛
はリサイクルできる循環資源である" ことを広め、アパレル企業とし
て羽毛の再利用促進を図ってまいります。 

 
 

2014年11月大阪ロハスフェスタにて 

＜グリーンダウン（再生羽毛）＞ 

環境活動 

＜和綿栽培『渡良瀬エコビレッジ』＞ 

当社では2013年から、栃木県の「渡良瀬エコビレッジ」にて和綿の栽培
を実施しています。 

社員が参加することにより、企業として環境への理解を深める試みと
なっています。 
5月の種まきから始まり7月には間引きと草取りを行いました。 
次回は11月の収穫を予定しています。 

この活動では収穫された和綿による製品化も計画しています。 

渡良瀬エコビレッジ『SANYO COTTON FIELD』 

Ⅲ．２０１５年 下期 ＣＳＲ活動 
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＜本資料に関する問い合わせ先＞ 

経営統轄本部 経営企画室長 

伊藤 譲 

℡番号 03-6380-5421（直通） 


